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市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、
次
の
方
々
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

●
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩
給

欠
格
者
の
方

●
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚

げ
て
こ
ら
れ
た
方

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
合
せ
は
、

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

（

０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３
）
ま
で

島
根
県
健
康
福
祉
課
部
青
少
年
家
庭
課

０
８
５
２
・
２
２
・
６
６
８
９

健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
４

母
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
平
成
18
年

４
月
か
ら
新
た
に
進
学
な
ど
を
さ
れ
る
お
子
さ
ん

の
就
学
費
用
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
資
金
の
種
類
》

修
学
資
金
（
高
校
・
大
学
・
短
大
な
ど
の
授
業

料
な
ど
就
学
費
用
）、
修
業
資
金
（
知
識
技
能

を
修
得
す
る
の
に
必
要
な
経
費
）、
修
学
支
度

資
金
（
入
学
金
・
制
服
準
備
費
用
な
ど
）

※
貸
付
は
い
ず
れ
も
無
利
子
で
す
が
、
連
帯
　

保
証
人
１
名
が
必
要
で
す
。

建
設
部
業
務
管
理
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課
ま
で

市
で
は
入
居
可
能
な
空
家
住
宅
に
つ
い
て
、
基

本
的
に
隔
月
（
偶
数
月
４
、
６
、
８
、
10
、
12
、

２
月
）
に
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
募
集
期
間
は

当
該
月
の
５
日
か
ら
１
週
間
と
し
、
そ
の
期
間
以

外
で
の
お
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
次
回
の
募
集

期
間
は
10
月
5
日
か
ら
1
週
間
で
す
。

具
体
的
な
空
室
に
つ
い
て
は
、
10
月
初
め
に
放

送
等
で
周
知
を
し
ま
す
。
申
込
方
法
、
入
居
資
格

等
に
つ
い
て
は
、
建
設
部
業
務
管
理
課
ま
た
は
各

総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
グ
ラ
ン
デ
だ
い
と
う
、
ベ
ル
ポ
ー
ト
き

す
き
な
ど
の
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸
住
宅
に
つ

い
て
は
、
随
時
入
居
申
込
の
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
空
室
が
発
生
し
だ
い
登
録
順
位
に
よ
り

入
居
で
き
ま
す
。

出
雲
児
童
相
談
所

０
８
５
３
・
２
１
・
０
０
０
７

ま
た
は
、
雲
南
市
児
童
女
性
相
談
室

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
６

雲
南
地
区
定
期
巡
回
児
童
相
談
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
雲
南
地
区
児
童
相
談
】

10
月
26
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
受
付
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
出
雲
児
童

相
談
所
か
雲
南
市
児
童
女
性
相
談
室
を
と
お
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

建
設
部
業
務
管
理
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
１

市
で
は
、
今
年
11
月
に
主
要
地
方
道
松
江
木

次
線
沿
線
の
通
学
路
及
び
出
雲
大
東
駅
、
雲
南

病
院
周
辺
を
中
心
に
し
た
交
通
安
全
総
点
検
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
総
点
検
は
、
道
路
利
用
者
の
視
点
か
ら

交
通
環
境
の
点
検
、
見
直
し
を
行
な
う
も
の
で
、

行
政
、
住
民
、
事
業
所
、
地
域
の
協
力
に
よ
り

点
検
を
進
め
ま
す
。

点
検
参
加
者
に
は
、
通
学
児
童
や
保
護
者
代

表
は
も
と
よ
り
、
高
齢
者
代
表
、
障
害
者
、
自

転
車
利
用
者
等
の
他
、
公
募
に
よ
る
一
般
代
表

者
を
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
利
用
者
の
意

見
を
幅
広
く
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

点
検
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
内
か
ら
、
交
通
安

全
総
点
検
実
行
委
員
会
を
構
成
し
、
実
行
委
員

会
の
開
催
、
現
地
の
安
全
点
検
を
行
い
ま
す
。

《
点
検
の
内
容
・
日
程
》

●
交
通
安
全
総
点
検
実
行
委
員
会
の
開
催

10
月
下
旬

●
交
通
安
全
総
点
検
の
実
施

11
月
中
旬
の
1
日
間

●
点
検
結
果
の
ま
と
め
　
　
12
月

《
委
員
の
公
募
》

こ
の
交
通
安
全
総
点
検
へ
参
加
さ
れ
る
方
を
公

募
し
ま
す
。

普
段
利
用
し
て
い
る
道
路
を
利
用
者
の
視
点
で

再
度
見
直
し
て
み
た
い
方
、
交
通
安
全
に
関
心
の

あ
る
方
の
幅
広
い
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
建
設
部
業
務
管
理
課
維

持
管
理
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
切
は
10
月
11
日
（
火
）
で
す
。

市
民
部
市
民
生
活
課
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４
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・
１
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３
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ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
方
で
、
自
営
業
や
学
生
な
ど
第
１
号
被
保
険

者
の
み
な
さ
ん
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
長
い
加
入
期
間
に
は
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
生
じ
て
き
ま
す
。
そ
ん

な
時
は
、
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

《
免
除
と
な
る
人
》

◆
【
法
定
免
除
】
…
届
出
後
、
全
額
免
除

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
方

●
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
障
害
厚
生
年
金
を
受

け
て
い
る
方

◆
【
申
請
免
除
】
…
申
請
・
認
定
後
、
免
除
。

●
前
年
の
所
得
が
基
準
以
下
の
方

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外
の
扶
助

を
受
け
て
い
る
方

●
障
害
者
あ
る
い
は
寡
婦
で
あ
っ
て
前
年
度
所

得
が
基
準
以
下
の
方

●
天
災
や
失
業
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
の

が
著
し
く
困
難
な
方

国
民
年
金
保
険
料
（
月
額
１
万
３
千
580
円
）
が

免
除
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
半
額
（
月
額
６
千
790
円
）

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
残
り
の
半
額
保
険
料
６
千

790
円
は
納
付
が
必
要
で
す
。
半
額
保
険
料
を
納

付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
将
来
の
年
金
額
や
、
年

金
受
給
資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
額
は
平
成
17
年
度
の
額
で
す
。

《
免
除
の
承
認
機
関
と
審
査
に
必
要
な
所
得
》

●
周
期
は
、
7
月
か
ら
翌
年
6
月
で
す
。

●
平
成
17
年
4
月
か
ら
承
認
期
間
を
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
17
年
7
月
か
ら
平
成
18
年
6
月
の
間
に

免
除
を
希
望
す
る
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
平

成
16
年
の
所
得
に
よ
り
審
査
さ
れ
、
平
成
17

年
7
月
か
ら
平
成
18
年
7
月
の
間
に
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
免
除
と
年
金
額
》

●
全
額
免
除
を
さ
れ
た
期
間
は
、
そ
の
期
間
を

納
付
さ
れ
た
場
合
に
算
出
さ
れ
る
金
額
の
3

分
の
1
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

●
半
額
免
除
に
承
認
さ
れ
半
額
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
を
納
付
さ
れ
た

場
合
に
算
出
さ
れ
る
金
額
の
3
分
の
2
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

《
追
納
制
度
》

●
一
般
的
に
保
険
料
納
付
期
限
は
２
年
で
す
が
、

免
除
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
10
年
以
内
に
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

2
年
を
経
過
す
る
と
当
時
の
保
険
料
額
に
加

算
額
が
付
加
さ
れ
ま
す
。
追
納
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
の
年
金
額
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
学
生
納
付
特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
》

●
学
生
の
た
め
保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
30
歳
未
満
の
学
生
で
な
い
方
で
納
付
困
難
な

方
は
、
若
年
者
納
付
猶
予
の
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

《
免
除
申
請
の
簡
素
化
》

申
請
免
除
で
全
額
免
除
に
該
当
す
る
方
の
多
く

が
翌
年
度
も
全
額
免
除
に
な
っ
て
い
る
実
態
を
踏

ま
え
、
平
成
17
年
７
月
か
ら
、
申
請
手
続
き
が
簡

素
化
さ
れ
ま
し
た
。

申
請
免
除
（
全
額
免
除
）
及
び
若
年
者
納
付
猶

予
に
承
認
さ
れ
た
方
で
、
翌
年
度
以
降
引
続
き
申

請
す
る
こ
と
を
ご
本
人
が
申
請
当
初
申
し
出
た
場

合
に
、
翌
年
度
以
降
の
申
請
書
の
提
出
を
省
略
す

る
物
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
な
ど
の
要
件
の
審
査

は
社
会
保
険
事
務
所
が
行
い
、
審
査
結
果
を
通
知

い
た
し
ま
す
。

審
査
結
果
に
よ
っ
て
は
、
翌
年
度
に
承
認
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
会
社
に
勤
務
す

る
な
ど
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ

た
場
合
は
簡
素
化
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

再
度
加
入
し
た
時
は
免
除
の
申
請
が
必
要
で
す
。

な
お
、
免
除
理
由
に
よ
り
、
こ
の
簡
素
化
の
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。（
生
活
扶
助
以
外
の
扶
助
の
受
給
、
天

災
や
失
業
、
特
別
障
害
給
付
金
受
給
な
ど
）

○
追
納
保
険
料
額
（
平
成
17
年
４
月
か
ら
平
成
18

年
３
月
ま
で
の
に
納
付
す
る
場
合
の
月
額
）

免
除
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
民
部
市
民

生
活
課
ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

定
期
巡
回
児
童
相
談
の
お
知
ら
せ

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
相
談

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

交
通
安
全
総
点
検
の
実
施
と
点
検

参
加
者
の
募
集
に
つ
い
て

～快適な道づくりのための調査～ 

へのご協力をお願いします。 

　国土交通省、島根県、日本道路公団等では１０月から１１月にかけ、平成17年度「道路交通
センサス」を実施します。「道路交通センサス」は、道路の実態や自動車の利用状況を全国
規模で調べる調査で、将来の道路計画や都市計画などに活かされる非常に重要な調査です。 
　この調査のうち、オーナーインタビューＯＤ（起点・終点）調査は、自動車を無作為に選び、そ
の自動車をお持ちの方を訪問して、出発地・目的地・運行目的などについて、みなさまに直接ご
記入いただくアンケート調査です。 

【お問い合わせ先】島根県土木部道路建設課　 0852-22-6251、または木次土木建築事務所　 0854-42-2800

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度に

つ
い
て

全
額
免
除

半
額
免
除

承認を受けた 
月の年度 追納額 

平成7年度 

平成8年度 

平成9年度 

平成10年度 

平成11年度 

平成12年度 

平成13年度 

平成14年度 

平成15年度 

平成16年度 

16,310円 

16,260円 

16,040円 

15,790円 

15,190円 

 14,600円 

14,040円 

13,500円 

13,300円 

13,300円 

承認を受けた 
月の年度 追納額 

平成14年度 

平成15年度 

平成16年度 

6,750円 

6,650円 

6,650円 

◆全額免除 ◆半額免除 


